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ネットワーク･ペリフェラル･ユーティリティRidoc Manager
Ridoc Manager : Network Peripheral Utility
野村　桂市＊ 森田　岳彦＊

Keiichi NOMURA Takehiko MORITA

要　　　旨
Ridoc Manager はN/W（ネットワーク）上の OA 機器を管理したり有効活用する

ことを目的に開発されたユーティリティ・ソフトウェア群である．その第一バージ
ョンとして，N/W 上のプリンタ機器情報を取得する機能が実装された． Ridoc
Manager には「機器管理環境の改善」を目的とするアドミン版と「印刷環境の改善」を
目指すクライアント版がある．Ridoc Manager は NPMP（Network Peripheral
Management Protocol）及び SNMP（Simple Network Management Protocol）を使
用してプリンタから機器情報を取得しており，その内部構造は「UI 部分」「通信コア」
を分けた形で設計されている．通信コアが API を提供することで，他のアプリケ
ーションでも機器情報を取得できる様に考慮されており，クライアント版，アドミ
ン版とも，各々の目的に特化した形で分化が計画されている．

ABSTRACT
Ridoc Manager is the utility software modules to manage and to make good use

of OA peripherals. There are two types of Ridoc Manager; "Ridoc Manager for
Admin", which improves the peripheral management environment，and "Ridoc
Manager for Client", which improves the print client environment. Ridoc Manager
uses NPMP（Network Peripheral Management Protocol）and SNMP（Simple
Network Management Protocol）to retrieve printer information via network．
Internally，the UI module and communication core module are designed
separately．Since the communication core provides API，not only Ridoc
Manager UI but also other applications can communicate with N/W printers.
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1．背景と目的

世間の技術動向の一つにOA機器のシステム化が上
げられる．コピー機など従来スタンドアロン型であった
ペリフェラルも，MFP（多機能機器）の台頭によりプリ
ンタとの境界が薄れつつある．そしてこれらOA機器は，
コンピュータと接続または通信することでシステムの
一員として組み込まれ，より高度なソリューションが
展開される様になる．

またInternet/Intranetを中心としたN/Wの進化の
中には，ペリフェラルとコンピュータのより高度な
N/W 連携を促すものが少なくない．

この様な背景によりOA機器には，コンピュータ接続
性とシステム化－特にN/Wという分散環境での高度な
活用が必要になってきている．

リコーでは，プリンタ開発部署とソフトウェア開発
部署，及びN/Wカード開発部署を有機的に統合する
ことで，OA機器のシステム化やN/W化に応えようと
している．

Ridoc Manager（RM）はこの流れの中から生まれた
ソフトウェアの一つである．RMは，N/W上のOA機器
を効果的に活用したり，簡易に管理することを目的と
している．

2．製品の概要

現在のRMが提供する機能は，N/Wに接続されたプ
リンタの，構成情報や状態を表示するものである．ユ
ーザはRMを使うことで，遠隔地にあるプリンタの状態
や機器構成を，自席で確認することが出来る．

RMには「アドミン版」と「クライアント版」があり，両
者の基本機能は変わらないが，それぞれ対象としてい
るユーザ層が異なる．Fig.1にRMの画面例を示す．

2-1 製品の仕様
Table 1に，クライアント版とアドミン版の仕様概略

を示す．

Fig.1 Ridoc Manager Window
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Table 1 Ridoc Manager Specification



2-1-1 クライアント版
クライアント版は「プリンタに対して印刷を行うユー

ザ」を対象にしている．クライアント版が情報を表示す
るプリンタはWindows環境に導入されたプリンタ（プ
リンタ･フォルダ内のプリンタ）である．ユーザは
RM/Clientに対してプリンタを登録する必要はなく，
Windows注1）にプリンタを導入すれば，RM/Clientは自
動的にそのプリンタと通信を行う．
RM/Clientを起動すると，タスクバーにアイコンが追
加される．これをクリックすると，Windowsに導入さ
れたプリンタの状態がメニュー形式で表示される．
Fig.3にRM/Clientのサンプル画面を示す．

2-1-2 アドミン版
アドミン版は「プリンタの管理者」を対象にしている．

アドミン版が情報を表示するプリンタはN/Wに接続さ
れた任意のプリンタであり，Windows環境に導入され
たプリンタとの関連はない．RM/AdminはN/Wに接
続されたプリンタ群を自動的に列挙し，管理者は自分が
管理したいプリンタを選んでRM/Adminに登録する．

RM/Adminを起動すると、親ウィンドゥの中に子ウ
ィンドゥが複数入った、MDIという形式の画面が表示
される．MDIの個々の子ウィンドゥは各々の監視グル
ープに対応しており，グループに属するプリンタの一
覧が列挙される．Fig.4にRM/Adminのサンプル画面
を示す。

2-2 動作環境
RMはWindowsの元で動作し，またN/W環境が必須

である．Table 2にRMの動作環境を示す．

2-3 配布形態
RMはリコー製プリンタに同梱される（一部の機種を

除く）．またリコーのWEBサイトからも無償でダウン
ロードすることが出来る．

3．技術の特徴

3-1 機器管理プロトコル
現在のRMは，NPMP注2）とSNMPの二種類のプロト

コルを使ってプリンタと通信している．いずれのプロト
コルも，機器の状態や構成情報を取得したり，機器に
対して設定を行うことを目的としたものである．
3-1-1 NPMP

NPMPはNetwork Peripheral Management
Protocolの略で，N/W上の機器管理を目的としたプロ
トコルである．

リコーのプリンタの内，NPMPをサポートする機種
に対しては，RMはNPMPを使って機器情報を取得する
ことができる．
3-1-2 SNMP

SNMPはSimple Network Management Protocol
の略で，IETFによって策定されRFCの形で定義され
たN/Wノード管理プロトコルである．

SNMPはMIB（Management Information Base）と
いうデータ構造を取得/設定するプロトコルであり，伝
達する情報（コンテンツ）に関しては別途MIB構造を定
義する必要がある．

Table 2 System Requirement

Fig.4 Ridoc Manager Admin

Fig.3 Ridoc Manager Client

Fig.2 Printer Information Sample
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3-2 RMの動作
RMは機器情報を，NPMP及びSNMPを用いて取得

している．そのためRMは内部に，SNMP v1＋各種
MIB処理ロジック，及びNPMP処理ロジックの両者を
有している．
3-3 モジュール化

RM内部は，ユーザ･インターフェース（UI）部分と通
信ロジック部分が分かれた形でデザインされており，通
信モジュールは上位に対してAPIを提供している．
Fig.5に，RMの内部構造を示す．

RMのUI部分は，通信コアのAPIを呼び出して機器
情報を取得し表示している．RMに限らず，他のアプリ
ケーションやプリンタ･ドライバも，このRM APIを呼

び出して機器情報を取得することが可能である．RM
のAPIを使うことにより，上位プログラムは，通信する
プリンタの機種や通信方式を意識することなく機器情
報を取得することが出来る．
3-4 プリンタの詳細図

RMのUIは個々のプリンタの詳細図を表示する事が
出来，この画像は個々の機種用のものが用意されてい
る．詳細図はオプション装備の増減によって変化し，
ジャム位置など異常個所の詳細も図上に反映させるこ
とが出来る．Fig.6に，プリンタの詳細図の例を示す．

この様な機種毎の描画ロジックはRM内部には埋め
込まれておらず，独立した描画モジュールとして分割
されている．各機種用の描画モジュールは，RM UIが
利用する追加モジュールである．この様に機種依存部
分と汎用部分を切り分けることで，RMは新機種にも
対応できる様に設計されている．Fig.7にRM UIと描画
モジュールの概念図を示す．

Fig.7 RM UI and Printer Drawer Modules

Fig.5 Module Structure
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Fig.6 Printer Bitmap Sample



4．今後の展開

RMの本質的な目的は最初に示した通り，N/W上の
OA機器を有効に活用したり簡易に管理する点にある．
その意味では，現在のRMはまだバージョン1であり，
この目的達成の中間点にある．

現在のRMは，アドミン版とクライアント版に大きな
差はない．どちらも「機器情報ブラウザ」という範疇か
ら大きく進化していない．しかし今後RMは，アドミン
版とクライアント版各々の目的に特化させた形で分化
して発展していく．

4-1 クライアント版の展開
クライアント版の目的は「印刷環境の改善」であり，

N/W上のプリンタを有効に活用して印刷を支援するこ
とである．そのためにクライアント版は，今後更に
Windows環境と融合し，「単独のユーティリティ」から

「印刷環境のエンハンスメント」に進化する．これには
二つの側面がある．第一に，RMをWindowsに溶け込
ませる事で，ユーザは「ツールを使う」という意識なしに，
Windows上での自然な印刷操作の流れの中で，RMの
恩恵を得ることが出来る様になる．第二の側面として，
RMはWindowsの印刷サブシステム内部に入り込み，
N/W上の様々なプリンタをより有効に活用する様なジ
ョブ制御を行う様になる．

4-2 アドミン版の展開
一方アドミン版は，「機器管理環境の改善」を目的に

している．従ってさらに「管理支援」の側面を強調して
ゆく．進化の具体的な項目については今後検討が進め
られていくが，その主コンセプトは「プリンタ情報表示
ツール」から「N/W機器管理支援システム」への進化で
ある．
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【略語解説】

API Application Programming Interface

プログラムが別のプログラムにサービスを依頼する時のインターフ

ェースを総称したもの．

IETF Internet Engineering Task Force

N/Wに関する様々な標準を検討している機関．

MDI Multiple Document Interface

親ウィンドゥの中に複数の子ウィンドゥが表示され，各々の子ウィ

ンドゥが個別の情報を表示するウィンドゥ形態．

MFP Multi-Functional Peripheral

コピー＋プリンタ＋FAX等の複合機能を持つ機器．

MIB Management Information Base

機器情報などを表現するデータ構造の一種．

NPMP Network Peripheral Management Protocol

N/W上の機器を管理するプロトコルの一種．

RFC Request For Comment

IETFが検討中の標準案を記述した文書．

SNMP Simple Network Management Protocol
N/W上の機器を管理するプロトコルの一種．

注1）Windows，Windows95，WindowsNTはMicrosoft Corporation

の米国および，その他の国の登録商標です．

注2）NPMPはInternational Technology Consultants Limitedの商

標です．
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